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抄録

　2018年から2022年に日本国内で公刊された研究論文を対象として、テキストマイニング

によるレビューを行った。その結果、種別では総説が最も多く、次いで実践記録であった。

また、内容についてはICT、重複障害、コロナウイルス、他機関連携、心身症、学習内容、

教師の専門性、小児がんの8つのコードがネットワーク分析によって生成され、その中で

も他機関連携と教師の専門性の文献数が多かった。また、その経年変化ではコロナウイル

ス、小児がんの増加が目立った。次に、自立活動の6区分とこれらのコードとの関連では、

他機関連携、学習内容、教師の専門性と心理的な安定、健康の保持との関連がうかがえた。

キー・ワード：病弱児教育、自立活動、教育的ニーズ

１．はじめに
　特別支援教育においては、医療の進歩によって様々にその対象となる児童生徒の実態が

変容している。病弱児の教育は、その中でも特に変化の大きい領域の1つであろう。特別

支援教育の前身である特殊教育の時代、病弱児教育が対象としてきた主たる疾病は、喘息、

腎炎、ネフローゼなどの慢性疾患であった。やがて、小学校中学年から中学生頃におこっ

てくるいわゆる心身症として扱われる問題を抱える児童生徒が小児科や精神神経科に通院

や入院をし、治療・教育を受けることが課題となった。これは、現代に至っている10）。さ

らに近年では、腫瘍など悪性新生物、神経疾患、循環器疾患など多様な疾病のある児童生

徒が対象となってきている3）。このように、病弱児の教育においては、その対象となる疾

病が変容してきた。さらに近年では不登校を含む児童生徒の学習空白の解消を視野に入れ

た教育としての在り方が問われるようになってきた7）。このように、病弱児教育の在り方

は時代によって、対象者もそのニーズも大きく変化してきた。したがって、日々その研究

動向を把握していくことは重要である。

　一方で、病弱児は、知的障害などと比較してその対象となる人数が少数である上、短期

の入院であったり頻回な入退院を繰り返す者であったりと対象者が流動的である。そのた

め、研究報告の対象となりにくい4）。このような現状認識から、現在の病弱児教育の研究
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の動向を把握することが重要であると考えた。

　今回の調査では、過去５年間の病弱児の教育を広範に概観し、現況を把握することを目

的とする。　

　

Ⅱ　方法
　レビュー対象とした文献は、CiNii research（https://cir.nii.ac.jp/）を利用して検索を行っ

た。確認日は、2022年11月であった。

　レビュー対象としたのは、2018年から2022年に日本国内で公刊された雑誌論文であっ

た。検索語は、「病弱 and 教育」とし、Web上から本文が手に入る文献を対象とした。今

回のレビューでは、近年の病弱児教育に関わる話題を幅広くリサーチすることを目的とし

たため、あえて大まかな検索語を設定した。確認された文献は81件であったが、文字化け

により正常にテキスト化出来ない2件を除き79件をレビュー対象とした。

　分析にあたって、入手した文献を表1に示すように分類した。

表 1　文献分類の視点一覧
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図図  11  公公刊刊さされれたた文文献献のの種種別別のの経経年年変変化化  
 
2. 自立活動の内容分析 
 学習指導要領解説（自立活動編）6）を領域毎にネットワーク分析し、その領域を特徴付け
ると考えられる語（コード）を抽出した。この手続きによって抽出したリストを自立活動コ
ードと表記する。自立活動コードの一覧を表 2に示す。語の分析にあたって、出現数が多く
どの項目にも共通して出現する語（ex. 児童 生徒 指導 重点 など）は事前に除外した。
また、後の分析で差異が出やすくなるよう 7 語程度を選択するようにした。 
 
表表  22 ネネッットトワワーークク分分析析にによよっってて抽抽出出さされれたた自自立立活活動動のの領領域域をを特特徴徴付付けけるる語語（（自自立立活活動動ココーー
ドド））  

 

身身体体のの動動きき

運動　or　動作　or　身体　or　姿勢　or　保持　or　補助

ココミミュュニニケケーーシショョンン

コミュニケーション　or 手段　 or 言語　or　文字　or　言葉　or　表出

環環境境のの把把握握

視覚　or 聴覚　or 感覚　or 概念　or 認知　or 環境　or 情報

健健康康のの保保持持

病気　or　管理　or　健康　or　リズム　or　保持　or　覚醒

心心理理的的なな安安定定

意欲　or 安定　or 困難　or 情緒　or 周囲 or 心理　or　学習

人人間間関関係係のの形形成成

人間関係　or 集団　or 他者　or 感情　or　表情

図 1　公刊された文献の種別の経年変化

2．自立活動の内容分析

　学習指導要領解説（自立活動編）6）を区分毎にネットワーク分析し、その区分を特徴付

けると考えられる語（コード）を抽出した。この手続きによって抽出したリストを自立活

動コードと表記する。自立活動コードの一覧を表2に示す。語の分析にあたって、出現数

が多くどの項目にも共通して出現する語（ex. 児童　生徒　指導　重点　など）は事前に

除外した。また、後の分析で差異が出やすくなるよう7語程度を選択するようにした。

表2ネットワーク分析によって抽出された自立活動の6区分を特徴付ける語（自立活動コード）
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図図  22  全全文文ののネネッットトワワーークク分分析析結結果果  
 
3. 公刊された文献の内容分析 
 入手した 79 件の文献の全テキストを対象にテキストマイニングを行った。 
総抽出語は 445,564語、また総使用語数は 12,108 語であった。使用された全ての語のリス
トから、研究の目的とした個々の文献の差異が強調される語は、出現頻度 500～90 の語が
該当していた。そのため、これ以降の分析は出現頻度 500～90 の語を対象とした。 

(ア) 文献の内容分析 
 図 2 に全文のネットワーク分析結果を示す。ここから、内容に関して 8 つのコード（以
下、内容コードと表記する）を生成した。①は機器、ICTから構成され「ICT」と命名した。
②は、知的障害、肢体不自由、重度、重複から構成され「重複障害」と命名した。③はコロ
ナ、感染、対策、予防から構成され「コロナウイルス」と命名した。④は機関、連携、医療、
構築、システム、会議から構成され「他機関連携」と命名した。⑤は心身症、精神疾患、発
達障害から構成され「心身症・発達障害」と命名した。⑥は教科、自立活動から構成され「学
習内容」と命名した。⑦は生理、病理、慢性疾患、専門、向上から構成され「教師の専門性」
と命名した。⑧は小児がん、患者から構成され「小児がん」と命名した。 
 構成された内容コードの経年変化を図 3 に示す。なお、図中の数値は内容コードに該当
する文の割合である。最も多く出現した「他機関連携」と「教師の専門性」については、2020
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図 2　全文のネットワーク分析結果

3．公刊された文献の内容分析

　入手した79件の文献の全テキストを対象にテキストマイニングを行った。

　総抽出語は445,564語、また総使用語数は12,108語であった。使用された全ての語のリス

トから、研究の目的とした個々の文献の差異が強調される語は、出現頻度500～90の語が

該当していた。そのため、これ以降の分析は出現頻度500～90の語を対象とした。

　　（ア）文献の内容分析

　図2に全文のネットワーク分析結果を示す。ここから、内容に関して8つのコード（以下、

内容コードと表記する）を生成した。①は機器、ICTから構成され「ICT」と命名した。

②は、知的障害、肢体不自由、重度、重複から構成され「重複障害」と命名した。③はコ

ロナ、感染、対策、予防から構成され「コロナウイルス」と命名した。④は機関、連携、

医療、構築、システム、会議から構成され「他機関連携」と命名した。⑤は心身症、精神

疾患、発達障害から構成され「心身症」と命名した。⑥は教科、自立活動から構成され「学

習内容」と命名した。⑦は生理、病理、慢性疾患、専門、向上から構成され「教師の専門

性」と命名した。⑧は小児がん、患者から構成され「小児がん」と命名した。

　構成された内容コードの経年変化を図3に示す。最も多く出現した「他機関連携」と「教

師の専門性」については、2020年が最も多く近年はどちらかというと減少傾向にある。「学

習内容」については、2018年、2021年が多い。また、「ICT」については、2021年が突出

して多い。「心身症」についてはどちらかという減少傾向にある。さらに、近年の目立っ

た話題として「コロナウイルス」、「小児がん」の増加があった。
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図 3　内容の経年変化

4．自立活動との関連
　自立活動コードと全文献の対応分析を行い、自立活動の項目と文献の関連度を算出し自

立活動コードによる文献の分類を行った。

自立活動コードの経年変化を図4に示す。最も多く取り上げられた区分は、「心理的な安定」

であった。次に多いの「健康の保持」と「環境の把握」であった。「コミュニケーション」

と「人間関係の形成」については少なかった。経年変化については、「健康の保持」の減

少傾向があったが、その他は、目立った傾向は観察されなかった。

　次に、自立活動コードと内容コードとの対応分析をおこなった。図5にその結果を示す。

自立活動コードについては、「人間関係の形成」、「心理的な安定」、「健康の保持」が原点

付近にあった。また「身体の動き」、「コミュニケーション」、「環境の把握」については。

外側に配置されていた。また、内容については、「他機関連携」、「学習内容」が原点付近

に配置されていた。また、「小児がん」、「コロナウイルス」と「教師の専門性」も比較的

原点の近くに配置されていた。自立活動コードと内容コードとの関連では、「環境の把握」

と「ICT」、「コミュニケーション」と「重複障害」が近くに配置されていた。「心理的安

定」と「健康の保持」に関しては、「教師の専門性」、「地域連携」、「学習内容」が近くに

配置されていた。一方で、「人間関係の形成」は、特定の項目と関係は見られなかった。
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図 4　自立活動コードの経年変化

Ⅳ　総合考察
　2018年より現在までの5年間における病弱児教育に関する研究を概観するため、国内で

入手可能な79件の研究論文をテキストマイニングによって分析した。その結果、種別では、

総説が最も多く、仮説を設定した実験的な介入研究は5年間でわずか1件であった。

　次に内容に関しては、「他機関連携」が最も多く取り上げられた話題であったが、近年

では減少傾向であり、それにかわって「小児がん」の増加が目立った。また、近年の状況

から「コロナウイルス」に関する話題も増加が著しい。

　自立活動との関連では、「心理的な安定」、「健康の保持」、「人間関係」の形成が原点に

近く、内容との関連では「学習内容」、「他機関連携」、「教師の専門性」が原点近くに配さ

れた。これらのことから、病弱児の教育において、「心理的な安定」が「他機関連携」や

「学習内容」と関連を持ちながら重点的な話題となっていることがうかがえる。病弱児の

教育においては、入院中だけでなく退院後も継続した医療対応が必要であったり、学籍の

変更に伴う学校間の連携、福祉施設などの連携であったりと関係する機関が多岐にわた

る。そのため、教師自身が連携に困難を感じていることが報告されている2）。また、近年、

森・田中（2015）8）は、病弱児の抱える心理社会的問題について、全ての疾患に共通する

問題と疾患毎に特有の問題があることについて文献レビューから言及している。その中

で、近年文献数が増加傾向のある「小児がん」との関係については、治癒率の向上に伴っ

て過酷な治療経験に起因するPTSDがあることに触れている。病弱児の教育においては心

理的負担の軽減のために、ストレス対処行動の指導が重要である。このことは、自立活動

の「心理的な安定」として扱われることが多く、今回の文献レビューで把握した内容と合
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致している。

図 5　自立活動コードと内容コードの対応分析結果

　次に、病弱児の教育において、2019年突如としてパンデミックを起こした新型コロナウ

イルス感染症の影響は大きい。真鍋・任・井上ほか（2022）5）は小児がん患者を対象とし

て、新型コロナウイルス感染症の蔓延の影響を、親の負担増加の側面と、デジタル化・オ

ンライン化の側面から整理している。特に、デジタル化・オンライン化の側面から、遠隔

操作ロボットを用いた実践を報告している。滝川（2013）9）は2013年時点において、今後

の病弱児教育における課題が、ICT活用の発展であることを強調しているが、全ての教育

場面でWeb会議システムを用いた授業実践はあたりまえの技術となった。これは、社会の

変容にともなう意図せぬ進歩であった。

　社会の変容の大きい現代において、病弱児の教育も外的な要因によって大きく様変わり

することが新型コロナウイルス感染下で示された。また、今回の分析では示されなかった

が、医療の変化に伴って、入院期間の短縮や病弱児教育の対象となる疾病の変容も予想さ

れる。しかし、どのように社会が変容しようとも心理社会的な問題を抱え病気と闘う子ど

もがいなくなることはない。定期的に研究を概観し、何が病弱児の教育において重点とな

るか観察していく必要がある。
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